
■鹿島市のプロフィール

市章 市の花 市の木

　サクラ 　キンモクセイ

鹿島市民憲章 (昭和５４年４月１日制定)

 　鹿島市は、多良岳と有明海の自然の恵みによってはぐぐまれた伝統ある城下町です。

　わたくしたちは、「ふるさと鹿島」をより豊かな住みよいまちにするために、この市民憲章を定めます。

一、花と緑を愛し、伝統をいかして美しいまちにしましょう。

一、知識と教養を深め、清新な文化のまちにしましょう。

一、感謝と思いやりの心で、うるおいのあるまちにしましょう。

一、明るく元気に働き、活力あるまちにしましょう。

一、秩序やきまりを守り、安全で快適なまちにしましょう。

鹿島市高齢者憲章 （平成１８年３月制定）

 　私たち市民は、高齢者が家庭や社会で尊重され、生きがいとゆとりのある健康長寿と福祉のまち

づくりをめざし、この憲章を定めます。

一、高齢者を尊敬し、みんなでささえあうまちをつくりましょう。

一、高齢者が、生涯を通じて学び、生きがいのある暮らしができるまちをつくりましょう。

一、高齢者すべてが、心身ともに健やかに、自立した生活ができるまちをつくりましょう。

一、高齢者のゆたかな知識と経験を生かし、社会の一員として活躍できるまちをつくりましょう。

一、高齢者が安心して暮らせるよう、保健・医療・福祉の充実したまちをつくりましょう。

鹿島市民の歌 （昭和６０年４月制定）

一、 二、 三、

はろばろと　多良の山なみ 有明に　潮は満ちきて 咲き匂う　丘の桜よ

おう　みどりの おう　日はのぼる おう　赤門の

麓　わがまち　ふるさと鹿島 磯辺　わがまち　ふるさと鹿島 城下　わがまち　ふるさと鹿島

友よ　いざ　手をつなぎ 友よ　いざ　手をつなぎ 友よ　いざ　手をつなぎ

友よ　いざ　歌おう 友よ　いざ　歌おう 友よ　いざ　語ろう

峰の高みへ　明日への希望 寄せてはかえす　明日への波を 古い　歴史よ　明日への力

作詞　古賀敬悟、補作　野田尚司、作曲　伊藤直樹

「かしま」の「か」を図案化したもの。円
は融和と団結を意味し、頂点の尖りは
永久の向上をあらわしているもので、
発展と躍進を全体でまとめたもので
す。

　鹿島市」は九州の西部、佐賀県にあります。東は有明海
に面し、南部は多良（タラ）山系に囲まれて福岡市と長崎
市のちょうど中間に位置しています。東経１３０度６分、北
緯３３度６分に鹿島市はあります。

鹿
島
は
 

 
ど
こ
に
あ
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沿革

明治以降

・弥生時代には鹿島川・中川・浜川や七浦海岸等の扇状地帯に遺物の分布が見られ、弥生人は有明海
の魚介類をとって生活していた漁労民ではなかったかと考えられています。

・鹿島の地名が始めて史書に登場したのは、「延喜式」（９２７年）という書物で「肥前国　鹿嶋馬牧」とあ
り、当時の駅舎の役割をになっていたと考えられています。また、現鹿島市の大部分は「肥前風土記」に
ある藤津郡の「能見郷」に属していたと思われます。

鹿島町・浜町・鹿島村・古枝村・能古見村が合併し、鹿島市となりま
した

3月1日

現在の鹿島市は、昭和３０年に誕生しました

1955年（昭和30年）

八本木村が浜町となりました

1954年（昭和29年） 4月1日

七浦村の一部を編入しました
（同村の残りの地域は太良町に編入）

12月1日

藤津郡南鹿島村・北鹿島村・八本木村・古枝村・能古見村・七浦村
が発足しました

・明治時代以降は中央政府の下部組織としての地方自治が始まり、郡制・町村制により、めまぐるしい統
廃合を重ねてきました。 （以上は、『市制５０周年記念　鹿島市市勢要覧』から転載しました）

4月1日1889年（明治22年）

・儀助平洞穴（鹿島市古枝）からは、縄文時代前期のものとされる条痕文や押型文などの土器が出土して
いて、多良岳山麓の一部にはすでに数千年前から人々が居住していたことがわかっています。

1918年（大正 7年） 8月3日

・中世以降は、古枝に本拠を置く大村氏がこの地に勢力を振るっていましたが、戦国時代になると有馬氏
の勢力圏となりました。

・近世になると、竜造寺氏の支配を経て、鍋島氏に政権が移ることになりました。鹿島支藩は今からおよ
そ４００年前の１６０９年に初代藩主鍋島忠茂が藤津郡内に知行を許されたことから始まり、以後１３代に
わたり鹿島の地を治めてきました。

南鹿島村が鹿島町に、北鹿島村が鹿島村となりました1912年（明治45年）
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✔総面積　１１２．１０ ｋ㎡　 ✔海岸線延長 １９．４ｋｍ ✔周囲 ６１．９ｋｍ

（県内7位）

✔地目別面積

降水量観測状況　（mm）

県内1位 県内6位

資料：鹿島消防署 資料：県河川砂防課

塩田川 （26,135）

鹿島川 （10,695）

資料：国土地理院

1,873

浄土山   （500.9）131.0（6月11日）

山岳名 （標高）

最大降雨量

経ケ岳 （1,075.7）

主要山岳　（m）

降水総量

琴路岳   （501.2）

浜川　  （10,214）H23年1月～12月　　

中川    （12,784）

蟻尾山   （192.0）

河川名 （総延長）

主要河川　（m）

✔東西距離 １１．５ｋｍ 

✔南北距離 

１６．４ｋｍ 

東端 箱崎 

西端 殿木

庭南東方の

山 

南端 平谷  

北端 土井丸 

8.14 ｋ㎡ 

 7.3 ％ 

4.66 ｋ㎡ 

 4.1 ％ 
7.39 ｋ㎡ 

 6.6 ％ 

20.90 ｋ㎡ 

 18.6 ％ 

14.30 ｋ㎡ 

 12.8 ％ 

56.71 ｋ㎡ 

 50.6 ％ 

耕地 

33.78 
30% 

宅地 

6.09 
5% 

山林 

25.81 
23% 

原野 

0.99 
1% 

池沼 

0.01 
0% 

雑種

地 

1.15 
1% 

その

他 

44.27 
40% 

（単位：ｋ㎡、資料：税務課） 

鹿島 

14,324  

46% 

能古見 

3,818  

12% 

古枝 

3,174  

10% 

浜 

3,188  

10% 

北鹿島 

3,688  

12% 

七浦 

3,178  

10% 

総人口 

31,370人 

H24.3.31現在 
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